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これは、2011年3月18日にダイムラーAGから発表されたプレスリリースの日本語抄訳です。
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ダイムラー、「東日本大震災」の被災地域に200万ユーロの
支援を決定
· 200万ユーロ（約2億3,000万円）の現金による初動支援
· 物資の提供を含め更なる支援を準備
ダイムラーAG（以下、ダイムラー）は東日本大震災に際し、被害地域に初動支援として200万ユーロ（約2億3,000万円）の寄付を行い、東北地域の災害救援活動や援助活動に活用されます。また、この支援金に加え被災地への物資の提供を含め更なる支援を準備しております。
ダイムラー 取締役会会長のディーター・ツェッチェは「日本で発生した災害の全容はまだ把握できません。このような状況の時こそ結束して被災された方々への支援を行なう必要があります」と述べています。

ダイムラーは、三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）、メルセデス・ベンツ日本
株式会社（MBJ）およびダイムラー・ファイナンシャルサービス日本株式会社の従業員
約13,000人を擁しています。また、日本には長年ご協力いただいている販売店や提携関係にある日産自動車などのビジネスパートナーが多く存在します。支援金は日本での救援活動に携わる機関に活用していただくべく、数日中に寄付をさせていただく予定です。
MFTBC 社長のアルバート・キルヒマン、MBJ 社長のニコラス・スピークスは「日本が、近年にない悲劇と試練に直面しながら、政府と皆様が一体となって、この困難を乗りきるために払われている努力と勇気、そして規律と品性に心から敬服いたします。三菱ふそうトラック・バス、メルセデス・ベンツ日本、ダイムラー・ファイナンシャルサービス日本は日本の皆様と共にあります。そして、共にこの困難な状態を乗り越え、出来る限りの
支援を行ってまいりたいと思います」と述べています。



ダイムラーAGについて：
ゴットリープ・ダイムラーとカール・ベンツは、1886年に自動車を発明して以来、自動車史上に大きな足跡を残しました。そして、自動車誕生125周年にあたる今年、世界有数の自動車メーカーへと成長を遂げたダイムラーAGは、メルセデス・ベンツ・カーズ、ダイムラー・トラック、メルセデス・ベンツ・バン、ダイムラー・バス、ダイムラー・ファイナンシャル サービスの5つの事業部門を有し、プレミアムクラスの乗用車では世界トップクラス、商用車では世界一のメーカーとしてグローバルに事業展開しています。このうち、ダイムラー・ファイナンシャル サービス部門は、ファイナンス、リース、保険、フリートマネジメントなど、幅広い自動車関連金融サービスを提供しています。
ダイムラーは自動車のパイオニアとして、未来のモビリティ創造に継続的に取り組んでおり、さまざまな革新技術や環境技術を駆使し、お客様を魅了し、お客様に喜んでいただける、安全ですぐれた自動車をお届けしています。このようにダイムラーは、社会や環境に対する企業の責任を積極的に引き受ける姿勢を堅持しているのです。
ダイムラーは世界のほぼすべての国で製品の販売・サービスを行うとともに、世界5大陸で生産拠点を展開しています。現在傘下にあるブランドは、世界で最も価値ある自動車ブランドのメルセデス・ベンツのほか、スマート、マイバッハ、フレートライナー、ウェスタンスター、三菱ふそう、セトラ、オリオン、トマス・ビルト・バスの9ブランドとなっています。また、ダイムラーはフランクフルトとシュツットガルトの

2ヶ所の証券取引所に上場されており（証取コードDAI）、2010年のグループ総販売台数は190万台、従業員数は26万人以上、売上高は978億ユーロ、EBITは73億ユーロとなっています。






本件に関する報道機関のお問合わせ先	：	メルセデス・ベンツ日本株式会社 企業広報課


		03-6369-7370/7242（担当： 阿左見、百目木）


		三菱ふそうトラック・バス株式会社 広報部�		044-330-7986、090-5771-0305（担当：土屋、市村）
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